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（単位：百万円）

2020年連結会計年度
(2021年３月31日)

2021年度
第２四半期連結会計期間

(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 455,716 372,254

受取手形及び売掛金 154,253 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 104,373

販売金融債権 247,331 226,911

商品及び製品 182,713 169,567

仕掛品 26,657 62,929

原材料及び貯蔵品 40,585 56,787

その他 118,603 120,119

貸倒引当金 △1,921 △1,701

流動資産合計 1,223,940 1,111,241

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 83,486 79,377

機械装置及び運搬具（純額） 120,136 116,250

工具、器具及び備品（純額） 57,167 52,363

土地 124,963 121,138

建設仮勘定 25,227 30,496

有形固定資産合計 410,982 399,626

無形固定資産 33,918 34,877

投資その他の資産

投資有価証券 81,895 90,229

その他 109,468 106,831

貸倒引当金 △3,925 △3,581

投資その他の資産合計 187,437 193,480

固定資産合計 632,338 627,984

資産合計 1,856,279 1,739,226

四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

2020年連結会計年度
(2021年３月31日)

2021年度
第２四半期連結会計期間

(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 307,704 284,361

電子記録債務 77,222 50,017

短期借入金 16,085 26,299

コマーシャル・ペーパー 32,500 55,600

１年内返済予定の長期借入金 57,702 267,213

未払金及び未払費用 249,231 168,505

未払法人税等 6,747 4,924

製品保証引当金 48,308 45,970

燃費試験関連損失引当金 1,066 699

その他 71,378 79,129

流動負債合計 867,947 982,723

固定負債

長期借入金 347,978 105,440

退職給付に係る負債 28,593 29,758

その他 86,508 83,697

固定負債合計 463,080 218,896

負債合計 1,331,027 1,201,619

純資産の部

株主資本

資本金 284,382 284,382

資本剰余金 199,950 199,837

利益剰余金 95,928 117,325

自己株式 △1,659 △1,382

株主資本合計 578,602 600,162

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 511 817

繰延ヘッジ損益 △554 △1,875

為替換算調整勘定 △63,035 △68,631

退職給付に係る調整累計額 △7,617 △13,008

その他の包括利益累計額合計 △70,696 △82,697

新株予約権 352 194

非支配株主持分 16,993 19,947

純資産合計 525,251 537,606

負債純資産合計 1,856,279 1,739,226
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（単位：百万円）

2020年度
第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

2021年度
第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 574,874 890,567

売上原価 545,292 742,185

売上総利益 29,582 148,381

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 12,258 15,547

運賃 10,338 20,350

貸倒引当金繰入額 △346 △1

役員報酬及び給料手当 34,095 32,709

退職給付費用 2,369 1,840

減価償却費 7,970 6,324

研究開発費 25,820 26,613

その他 19,701 19,810

販売費及び一般管理費合計 112,209 123,195

営業利益又は営業損失（△） △82,626 25,186

営業外収益

受取利息 925 671

受取配当金 444 565

持分法による投資利益 － 5,813

雇用調整助成金 2,495 368

その他 1,195 1,279

営業外収益合計 5,060 8,698

営業外費用

支払利息 2,888 2,451

為替差損 1,259 2,083

持分法による投資損失 1,486 －

その他 3,809 2,276

営業外費用合計 9,444 6,811

経常利益又は経常損失（△） △87,011 27,073

特別利益

固定資産売却益 295 2,732

関係会社出資金売却益 － 2,791

その他 12 391

特別利益合計 308 5,916

特別損失

固定資産除却損 1,122 644

減損損失 107,495 50

新型コロナウイルス感染症関連損失 2,065 －

事業構造改革費用 12,563 －

その他 395 331

特別損失合計 123,642 1,026

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△210,345 31,962

法人税等 61 7,588

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210,407 24,373

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△522 2,703

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△209,884 21,670

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

2020年度
第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

2021年度
第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210,407 24,373

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 582 305

繰延ヘッジ損益 △11 △1,330

為替換算調整勘定 4,365 △8,025

退職給付に係る調整額 1,610 △5,396

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,073 3,002

その他の包括利益合計 2,474 △11,445

四半期包括利益 △207,932 12,928

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △208,037 9,669

非支配株主に係る四半期包括利益 105 3,258

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

2020年度
第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

2021年度
第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純

損失（△）
△210,345 31,962

減価償却費 31,502 26,394

減損損失 107,495 50

新型コロナウイルス感染症関連損失 2,065 －

事業構造改革費用 12,563 －

関係会社出資金売却益 － △2,791

貸倒引当金の増減額（△は減少） △875 △279

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,357 △3,557

受取利息及び受取配当金 △1,369 △1,237

支払利息 2,888 2,451

為替差損益（△は益） 4,336 △877

持分法による投資損益（△は益） 1,486 △5,813

固定資産除売却損益（△は益） 837 △2,076

売上債権の増減額（△は増加） 26,476 43,221

販売金融債権の増減額（△は増加） 17,867 20,407

棚卸資産の増減額（△は増加） 104,408 △22,877

仕入債務の増減額（△は減少） △191,744 △62,404

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △37,550 △65,663

その他 18,182 9,772

小計 △113,131 △33,316

利息及び配当金の受取額 1,596 1,699

利息の支払額 △2,639 △2,434

法人税等の支払額 △9,714 △5,736

営業活動によるキャッシュ・フロー △123,889 △39,789

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △21,725 11,071

有形固定資産の取得による支出 △40,331 △36,711

有形固定資産の売却による収入 871 4,716

その他 △7,020 △3,434

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,205 △24,358

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 11,173 9,846

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 8,200 23,100

長期借入れによる収入 273,982 －

長期借入金の返済による支出 △32,022 △33,001

配当金の支払額 △20 △12

非支配株主への配当金の支払額 △1,356 △255

連結範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支

出
△329 －

その他 △1,848 △2,056

財務活動によるキャッシュ・フロー 257,778 △2,379

現金及び現金同等物に係る換算差額 517 △5,864

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,201 △72,391

現金及び現金同等物の期首残高 399,588 444,619

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△

は減少）
126 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 465,916 372,227

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益または税引前当期純

損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を

使用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」 （企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　これにより、当社及び国内子会社における顧客との契約において、従来は車両登録の時点で収益を認識してい

た取引の一部については、販売会社において財又はサービスに対する支配が顧客へ移転した時点において収益を

認識しております。

　また、販売会社に対する販売奨励金の支払いは、取引価格の算定における変動対価として考慮されることにな

り、財又はサービスに対する支配が販売会社へ移転した会計期間において、将来に支払うと見込まれる販売奨励

金の見積り額を売上高から控除しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が1,779百万円減少、売上原価が1,205百万円増加、販売費及び

一般管理費が3,159百万円減少、営業外費用が79百万円増加したことにより、営業利益が175百万円増加、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ96百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高が271

百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し

ております。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　従来、当社及び国内連結子会社では、有形固定資産の減価償却方法について、一部の有形固定資産について定

率法を採用していましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　当社グループでは、ルノーS.A及び日産自動車株式会社と戦略的アライアンスを締結し、グローバルレベルで

の生産体制の強化・最適化を図っております。また、アライアンスにおいて新技術の開発分担、車両プラットフ

ォームの共通化、購買機能や生産拠点の共用等を推し進めております。

　このような環境の中で、2020年７月の新中期経営計画の策定立案を契機として、2021年度から構造改革のため

国内工場の生産集約を実施しております。当社グループの有形固定資産の使用実態及び設備投資の内容を検討し

た結果、安定的な生産により有形固定資産の平準化された稼働が見込まれることから、耐用年数にわたり均等に

費用配分を行う定額法を採用することが期間損益計算をより適切に行う方法であると判断しました。

　さらに、減価償却方法の変更にあわせて有形固定資産の使用見込期間の再検討を行った結果、一部の機械装置

については、より実態に則した経済的使用可能予測に基づく耐用年数に変更しております。また、耐用年数経過

後の有形固定資産について除却時点の価値を検討した結果、一部の有形固定資産の残存価額を備忘価額の１円に

変更しております。

　以上の変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益がそれぞれ5,824百万円増加しております。
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（単位：百万円）

自動車 金融 計
調整額

（注１）
合  計

（注２）

売上高

（１）外部顧客に対する売上高 561,236 13,638 574,874 － 574,874

（２）セグメント間の内部売上高 2,566 1,992 4,558 △4,558 －

計 563,803 15,630 579,433 △4,558 574,874

セグメント利益又は損失（△） △86,247 2,457 △83,789 1,162 △82,626

日本 北米 欧州 アジア オセアニア その他 合　計

売上高

外部顧客に対する売上高 179,762 65,664 80,505 121,144 68,420 59,377 574,874

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　2020年度第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と一致しております。

　（地域に関する補足情報）

　　１.外部顧客の所在地を基礎として区分した外部顧客に対する売上高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　（１）北　米・・・・・・米国、メキシコ、プエルトリコ

　　　（２）欧　州・・・・・・ロシア、ドイツ、イギリス、スペイン、イタリア

　　　（３）アジア・・・・・・タイ、インドネシア、フィリピン、ベトナム

　　　（４）オセアニア・・・・オーストラリア、ニュージーランド

　　　（５）その他・・・・・・Ｕ.Ａ.Ｅ.、ブラジル
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（単位：百万円）

自動車 金融 計
調整額

（注１）
合  計

（注２）

売上高

（１）外部顧客に対する売上高

顧客との契約から生じる収益 870,721 10,585 881,306 - 881,306

その他の収益 254 9,007 9,261 - 9,261

小　計 870,975 19,592 890,567 - 890,567

（２）セグメント間の内部売上高 6,525 1,014 7,539 △7,539 -

計 877,500 20,607 898,107 △7,539 890,567

セグメント利益又は損失（△） 23,620 2,398 26,019 △833 25,186

日本 北米 欧州 アジア オセアニア その他 合　計

売上高

外部顧客に対する売上高

　顧客との契約から生じる収益 167,349 171,600 120,439 202,661 106,723 112,532 881,306

　その他の収益 9,069 137 - - 54 - 9,261

計 176,418 171,737 120,439 202,661 106,777 112,532 890,567

Ⅱ　2021年度第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識基準に関する会計基準等の適用）

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しておりま

す。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の自動車事業の売上高は2,949百万円減

少、セグメント利益は108百万円増加し、金融事業の売上高は1,169百万円増加、セグメント利益は65百万円増

加しております。

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更に記載のとおり、

第１四半期連結会計期間より、当社および国内連結子会社では、一部の有形固定資産の減価償却方法を変更し

ております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の自動車事業のセグメント利益は5,824

百万円増加しております。

　（地域に関する補足情報）

　　１.外部顧客の所在地を基礎として区分した外部顧客に対する売上高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　（１）北　米・・・・・・米国、カナダ、プエルトリコ

　　　（２）欧　州・・・・・・ロシア、ドイツ、オランダ、フランス、スペイン

　　　（３）アジア・・・・・・インドネシア、タイ、ベトナム、フィリピン

　　　（４）オセアニア・・・・オーストラリア、ニュージーランド

　　　（５）その他・・・・・・Ｕ.Ａ.Ｅ.、チリ
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